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シンボルマーク 

ー般男子入賞者 ー般女子入賞者 

私達が入賞しました 

1 ?R  
小学六年男子入賞者 

3 
小学五年女子人賞者 小学五年男子入賞者 

小学六年女子入賞者 中学男子入賞者  中学女子入賞者  

、 

」
ハ月
一
一
十三
日
、
第
七
回
虫
お
く
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
代
表
の
宮
原
美
佐
子
選

手
を
迎
え
て
約
八
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
各

種
目
に
お
い
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
特
に
、
宮
原
選
手
と

一
緒
に
走
ろ
う
に
は
ニ
百
三
十
八
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加

し
ま
し
た
。
 

（入
賞
者
に
つ
い
て
は
本
文
2
ペ
ー
ジ
）
 

回
虫
お
く
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン大
会
 

5 月31日現在（ ）内は前回比、男 23,881 (+20）女 26,496 (+18）計 50,377 (+38）世帯17,365 (+41)  
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すべての競技に参加した宮原選手 一緒にゴールイン よ〈理解できました（マラソン教室） 

」
 

岩木山をバックに鼓笛演奏

幼年消防クラブ分列行進 

市長にあいさつ 

宮
原
美葦
弾
（？
港
窮
襲
一
潅程
し
たO
 

平成8年7月1日 2 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
 

〇
小
学
五
年
男
子
の
部
 

①
奈
良
享
平

（
喜良
市
小
）
 

②
加
賀
田
恒
介
（
栄
小
）
 

③
渡
辺
尚
輝

（
一野
坪
小
）
 

④
一
戸
理
希
（
藻
川
小
）
 

⑤
今
秀
平

（
栄
小
）
 

⑥
和
田
綱
貴
（
五
所
川
原
小
）
 

〇
小
学
五
年
女
子
の
部
 

①
永
坂
美
紀
（
栄
小
）
 

②
森
佳
津
代
（
松
島
小
）
 

③
芹
川
梢
（
菖
蒲
川
小
）
 

④
開
米
由
香

（鶴
ケ
岡
小
）
 

⑤
岩
崎
千
絵
美
（
栄
小
）
 

⑥
笠
井
美
香

（
毘沙
門
小
）
 

o

小
学
六
年
男
子
の
部
 

①
一
戸
隆
平

（
藻川
小
）
 

②
工
藤
寛
爾

（東
小
）
 

③
斉
藤
烈
（
東
小
）
 

④
佐
藤
竜
太
（
菖
蒲
川
小
）
 

⑤
新
谷
祐
介

（東
小
）
 

⑥
鹿
内
達
也
（
栄
小
）
 

〇
小
学
六
年
女
子
の
部
 

①
藤
田
志
乃
（
大
鰐
町
唐
牛
小
）
 

②
太
田
沙
耶
花

（
中央
小
）
 

③
楠
美
香
奈
（板
柳
町
小
阿
弥
小
）
 

④
伝
法
麻
紀
子

（
鶴
ケ岡
小
）
 

⑤
上
見
恭
子
（
毘
沙
門
小
）
 

⑥
工
藤
亜
矢
子
（
七
ッ
館
小
）
 
 

〇
宮
原
賞
 

斉
藤
恵
一（
栄
小
）
 
池
野
春
香
（
栄
小
）
 

〇
中
学
男
子
の
部
 

①
工
藤
信
也
（
板
柳
中）
 

②
木
村
公
哉
（
金
木
中
）
 

③
山
谷
優
（
柏
中
）
 

④
小
田
桐
健
（
五所
川
原
第
三
中
）
 

⑤
長
谷
部
斗志
也
（
五所
川
原
第
一
中
）
 

⑥
池
田
晋
平
（
五所
川
原
第
一
中
）
 

〇
中
学
女
子
の
部
 

①
小
山
内
良
恵
（
金
木
中
）
 

②
徳
田
真
澄

（
金
木
中）
 

③
葛
西
香
奈
子
（
森
田
中
）
 

〇
高
校
・
一
般
男
子
（
四
十歳
未
満
）
 

①
秋
庭
隆
雄

（柏
村
走
友
会
）
 

②
三
津
谷
悟
（
東
北
電
力
）
 

③
三
浦
恒
一
 （
青森
自
衛
隊
）
 

o

高
校
・
一
般
女
子
（
四＋
歳
未
満
）
 

①
伝
法
敦
子
（
青
森
山
田
高
）
 

②
福
田
由
美
子
（
青
森
山
田
高
）
 

③
堺
真
子
（
青
森
山
田
高
）
 

〇
一
般
男
子

（
四十
歳
以
上
）
 

①
阿
部
裕
司
（
海
上
自
衛
隊
大
湊
）
 

②
八
木
橋
義
憲

（
平賀
ク
ラ
ブ
）
 

③
竹
田
正
直

（玉
山
走
友
会
）
 

o

一
般
女
子

（
四十
歳
以
上
）
 

①
奥
井
史
代
 

②
池
田
芙
美子
（津
軽
かけ
「こ
ク
ラ
ブ）
 

皇

m川
久
美子
（
鳶
鳥
防災
ラ
ンナ
支
）
 

ー
こ
の
ま
ち
は
私
達
が
守
る
 
」
 

五
所
川
原
市

消
防
団
観
閲

式
 
・
 

六
月
七
日
、五
所
川
原
市
消
防
団
の
観
閲
式
が岩
木
川
河
川
敷
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
、
車
両
三
十
八
台
、
消
防
団
、
三
好
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
な
ど
、
約
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
特
に
園
児
た
ち
は
、
そ
ろ
い
の
法

被
を
着
て
分
列
行
進
し
な
が
ら
「
火
の
用
心
」
と
呼
び
か
け
て
観
客
の
拍
手
を
浴

び
て
い
ま
し
た
。
 

一
 

 

市
民
プ
ー
ル
を
開
設
し
ま
す
 

開
設
期
間
 
7
月
6
日
団
1
8
月
3
1日
国
 



立
ち
直
り
は
 

周
囲
の
愛
情
と
 

理
解
か
ら
 

「五
所
川
原
市
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
実
施
委
員
会
」
で
は
、
次
の

日
程
で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

市
民
集
会
」
と
「
街
頭
パ
レ
ー
ド
」
 

を
行
い
ま
す
。
 

▽
と
 
き
 
七
月
五
日
圏
午
前
十
時

▽
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場
 

有
害
環
境
 

浄
化
活
動
の
推
進
 

最
近
の
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
は
、
テ
レ
ク
ラ
、
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

ダ
イ
ヤ
ル
営
業
等
の
増
加
に
よ
り
悪

化
の
傾
向
を
示
し
、
五
所
川
原
に
お

い
て
も
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
カ
 

ノ
 

これらに関する情報、 
相談がありましたら 

」

＠

I
 

五所川原警察署 生活安全課
容35-2141 (272）まで、ご連絡ください。 

ー
ド
の
自
動
販
売
機
の
設
置
や
宣
伝

ビ
ラ
等
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
 

少
年
達
も
被
害
者
と
な
っ
て
お
り
、
 

今
後
大
い
に
憂
慮
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
 ,

 
一
7
月
は
 

一
 

→一 ’ ・ー― 	 ~ 

一
舞
鷲
 

戴
範
鷺
 

番夢網「 
ーー”編、 

~~~―郵 

昨
年
の
 

県
内
少
年
 

非
行
の
状
況
 

昨
年
中
に
県
内
で
刑
法
犯
と
し
て

検
挙
さ
れ
た
少
年
は
千
八
百
六
十
九

人
で
、
昨
年
同
様
に
減
少
傾
向
に
あ

り
、
ま
た
、
刑
法
犯
の
中
で
も
依
然

と
し
て
万
引
き
、
自
転
車
盗
な
ど
の

初
発
型
非
行
が
全
体
の
七
割
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
 

学
職
別
に
見
ま
す
と
、
中

・
高
校

生
が
ほ
と
ん
ど
で
八
割
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。
万
引
き
は
少
年
達
に
マ

ネ
さ
れ
や
す
く
、
集
団
の
遊
び
と
し

て
発
展
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、家
庭
、
 

地
域
が
＋
分
注
意
し
、
少
年
達
を
見

守
っ
て
い
く
姿
勢
が
大
切
で
す
。
 

※県内の刑法犯少年状況（過去2年間） 

年別 総 数 万引き 
オート
バイ盗 

自転車 
盗 

占 有
離脱物 

その他の
刑法 il 

初発型
非 行 

6 年 
1,920 
(%) 

1,052 
(54.8) 

119 
(6.2) 

〉
兄
9
  

。
山
 
）I。
  

Q
。
 
く
、
 
 

ノ
t
 
1
6
  

m
 

 く
 
8
 

,
 

。

J
 

、J
  

446 
(23.2) 

1,474 
(76.8) 

碑
  

1,869 
(%) 

1,092 
(58.4) 

101 
(5.4) 

1
2
9
6.9
)
 

 

119 
(6.4) 

妃8 
(22.9) 

1,441 
(77.1) 

前年
対比 

-51 +40 -18 -3 -52 -18 -33 

※五所3l源署管内の刑法犯少年状況（過去2 年間） 

年別 総 数 万引き 
オート
バイ盗 

自転車 
盗 

占 有
離脱物 

その他の
刑法犯 

初発型
非 行 

6年 別
り
  

‘
、
 

)
/
 
 

30 
(37.5) z

 

6
5
)
 

 

44 
(55.0) 

36 
(45.0) 

7年 
79

%) 
22
.8) く

 

3
.
 
3

8
)
 

 

11 
(13.9) 

43 
(54.5) 

36 
(45.5) 

前年
対比 

-1 -8 +3 +5 -1 

※県内の万引き少年学職別状況（過去2年間） 

年別 総 数 小学生 中学生 高校生 
有 職
少 年 

無 職
少 年 

その他 

6年 
1 ,052 
(%) 

97 
(9.2) 

532 
(50.6) 

374 
(35.5) ‘

、
 
a
 

7
7
)
 

 

22 
(2.1) 

20 
(1.9) 

昨
  

1 ,092 
(%) 

147 
(13.5) 

470 
(43.0) 

419 
(38.4) 

10 
(0.9) 

30 
(2.7) 

16 
(1.5) 

前
対
 
年
比
 

 

+40 +50 -62 +45 +3 +8 -4 

メ こ品！ゴュZい→，‘芸了I六ら1、、と ー一 	一ー、，~，入 ~ 
二又J皿三人」二rd、牙、l廷メノ一“フ 

交通事故概況（譜錆現在） 
‘月は父週女王の月で誠 

五所川原市交通安全対策協議会 
◆シートべルト着用強調月間◆ 

県 	内 五所川原警察署管内 く、ノ夫刀也刈」旧］ 	‘刀 」 口へr‘月jl口 

発 	生 3,5 7 0 
(-9) く
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◇ス口一ガン、 

・運転は ゆったりハートに 
死 	者 4

1
 
7

4
  

一
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、
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2
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一
 

 
しっかりべルト 

傷 	者 4,」3 17 
(-82) 1+

 
9
2
 
3

9
  

・あなたも参加 
」っか 1 豆、陪コ h 寸弓一 “ス末こ品！プM●、” 

( ）内は前年対」七 
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・こころのべルトを しっかりと 
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ニ
ュ
ー
ワ
マ
チ
ッ
ク
ジ
ェ
ット
 

洗
浄
機
 

』
醐
側
，
】
ユ
→
置

一
一
‘
装
 

」
《1
一
万
 

r
~‘
 
・

元
 

ョ
．
．
 

」
ノ
 

．
 
【

白
水
 

》
一
嚇
 

●

ョ
ー
‘
 エ

一
一「
 》
魚
 

レ
 

エ
 

ム
ロ
 

寝
 

』
一
 与
 

ご

み
分

別
収

集
の
お

礼
 

ご
み
焼
却
炉
の
修
理
期
間
中
、
分
別
収
集
に
ご
協
力
を
い
た
だ
 

き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
六
月
二
十
三
日
以
降
は
平
常
の
収
 

集
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
減
量
化
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
 

民
生
福
祉
部

生
活

環
境
課
 

市
」
ユ
西北
中
央
病
院
 

年
金

積

山
旦金
を
 

活
用
し

医
療
機
器
充

実
 

〔津軽親善大使紹介コーナー〕 
No,b 

私
ど
も
株
式
会
社
津
軽
ェ
ノ
モ
ト

は
、
平
成
三
年
四
月
に
当
市
漆
川
工

業
団
地
に
市
の
十
六番
目
の
誘
致
企

業
と
し
て
進
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
五
年
四

月
に
本
社
工
場
が
完
成
し
操
業
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
業
況
は
順
調
に

推
移
し
て
お
り
ま
し
て
、
平
成
七
年

三
月
に
は
第
二
期
拡
張
工
事
を
行
い
、
 

社
員
も
百
名
と
な
り
、
う
ち
地
元
採

用
者
は
九
十
五
名
と
な
「
て
お
り
ま

す
。
当
社
は
エ
ノ
モ
トグ
ル
ー
プ
の

中
核
生
産
拠
点
と
し
て
、
今
後
着
実

に
資
本
投
下
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

地
元
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
御
協
力
を
 

5

五
所
川
原
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
5
 

榎
本
保

雄
さ
ん
 

全
ハ
十
歳

）
 

囲
ェ
ノ
モ
ト

・
囲
津
軽
ェ
ノ
モ
ト

代
表
取
締
役
社
長
 

山
梨
県
北
都
留
郡
上
野
原
町

上
野
原
ニ
ニ
ニ
一
一
 

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

私
は
こ
よ
な
く
山
を
愛
す
る
者
の

一
人
で
あり
ま
し
て
、
登
る
こ
と
も

好
き
で
す
が
、
そ
の
姿
を
写
真
に
収

め
る
こ
と
も
好
き
で
す
。
特
に
富
士

山
は
絶
好
の
被
写
体
で
あ
り
、
場
所

柄
四
季
折
々
出
か
け
て
は
シ
ヤ
ッ
タ
 

ー
チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ
て
お
り
ま
す
。
 

津
軽
に
も
そ
の
象
徴
で
あ
る
岩
木
山
 

（津
軽
富
士
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

い
つ
の
日
か
こ
の
岩
木
山
の
、
あ
る

時
は
や
さ
し
く
又
あ
る
時
は
巌
し
い

そ
の
表
情
を撮
影
で
き
る
機
会
が
得

ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

平
成
八
年
度
 

北
辰
大
学
開
講
式
ー
 

今
年
で
二
十
四
回
目
と
な
る
北
辰

大
学
の
開
講
式
が
六
月
五
日
、
市
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
学
は
、
六
十
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
し
、「現
代
社
会
に
適
応
で

き
る
新
し
い
知
識
を
身
に
「
け
な
が

ら
、
仲
間
づ
く
り
を
し
、
生
き
が
い

の
あ
る
社
会
を
つ
く
ろ
う
」
と
開
設

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
開
講
式
に
は

一
一
百八
十
一
名
の
受
講
者
が
参
加
し

ま
し
た
。
開
講
式
終
了
後
第
一
回
講

座
が
開
か
れ
五
所
川
原
保
健
所
の加

賀
谷
幸
子
氏
が
「
ニ
コ
ニ
コ
ペ

ー
ス

で
暮
ら
し
ま
せ
ん
か
」
と
題
し
講
義

を
行
い
ま
し
た
。
 

西
北
中
央
病
院
で
は
、
西
北
五
地

域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
を
充

実
す
る
た
め
、
平
成
七
年
度
に
厚
生

年
金
、
国
民
年
金
積
立
金
の
還
元
融

資
を
受
け
て
精
神
科
病
棟
に
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
施
設
を
整
備
（
事
業
費
四

千
百
十
四
万
九
千
円
）
、ま
た
医
療
機

械
器
具

（
事業
費
一
億
二
百
十
万
円
、
 

三
十
二
品
）
を
購
入

（
更新
を
含
む
）
 

し
ま
し
た
。
 

医
療
機
械
器
具
の
主
な
も
の
は
、
 

次
の
と
お
り
です
。
 

〇
寝
台
ェ
レ
べ

ー
タ
方
式
ェ
ッ
ク
ス

線
装
置
（
放
射
線
部
）
 

〇
ニ
ュ
ー
ワ
マ
チ
ッ
ク
ジ
ェ
ッ
ト
洗

浄
機
（
手
術
室
）
 

〇
セ
ン
ト
ラ
ル
モ
ニ
タ
、
心
電
図
モ

ニ
タ
（
各
病
棟
）
 

〇
マ
ル
ケ
ッ
ト
運
動
負
荷
試
験
シ
ス

テ
ム
（
第
二
内
科
）
 

［
 
五
所川
原
へ
の
想
い
 ］
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一
 

市
史
編
纂

だ
よ
り
 

、
 

一
 一

、
寛
政
九
年
の
事
件
 

『
国
日
記
』
寛
政
九
年

（
一
七
九

七
）
二
月
二
十
日
条
に
次
の
よ
う
な

事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
史
料

の
全
文
は
、『五
所
川
原
市
史
』
史
料

編
2
・
下
巻
に
掲
載
予
定
）
。
 

白
川
三
番
町
百
姓
伊
兵
衛
儀
、
 

当
領
藻
川
村
惣
次
郎
妹
ま
ん
と
申

す
女
、
先
年
伊
兵
衛
後
妻
に
入
り

候
由
、
し
か
る
処
親
え
対
面
の
た

め
罷
り
下
り
た
く
段
た
っ
て
願
い

に
付
き
、
去
年
二
月
白
川
表
出
立

致
さ
せ
候
処
、
国
元
え
は
罷
り
下

り
申
さ
ず
郡
山
に
居
り
候
処
、
伊

兵
衛
養
子
松
太
郎
と
申
す
も
の
、
 

伊
兵
衛
方
よ
り
出
奔
致
し
、
郡
山

に
て
ま
ん
と
落
ち
合
い
、
そ
れ
よ

り
伊
達
柳
川
辺
罷
り
有
り
候
（
原

文
を
書
き
下
し
、
以
下
省
略
）
、
 

こ
の
事
件
は
、
藻
川
村

（
現
・
五

所
川
原
市
）
の
ま
ん
と
い
う
女
性
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ん
は
、
 

陸
奥
白
川
（
現

・
福
島
県
白
河市
）
 

の
百
姓
伊
兵
衛
の
後
妻
に
入
っ
た
が
、
 
 

前
年
二
月
に
藻
川
村
の
実
家
に
里
帰

り
す
る
と
称
し
て
婚
家
を
出
た
。
し

か
し
、
ま
ん
は
、
実
家
へ
は
戻
ら
ず
、
 

郡
山
（
現
福
島
県
郡
山
市
）
に
い
て
、
 

そ
こ
で
伊
兵
衛
の
養
子
の
松
太
郎
を

待
っ
て
い
た
と
い
う
。
二
人
は
あ
ら

か
じ
め
駆
け
落
ち
の
約
東
を
し
て
お

り
、
郡
山
か
ら
陸
奥
柳
川
（
現
福
島

県
梁
川
町
）
に
逃
げ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
 

一
一
、事
件

の
経
過
 

二
人
が
駆
け
落
ち
を
し
た
年
の
九

月
に
な
っ
て
、
亭
主
の
伊
兵
衛
が
藻

川
村
の
ま
ん
の
実
家
を
訪
ね
て
き
た
。
 

こ
の
時
、
ま
ん
と
松
太
郎
は
、
ま
ん

の
兄
・
惣
次
郎
の
も
と
に
身
を
寄
せ

て
い
た
。
 

伊
兵
衛
は
、
松
太
郎
の
実
家
の
あ

る
越
後
国
小
浮

（不
明
）
で
い
っ
た

ん
二
人
を
見
つ
け
出
し
た
も
の
の
、
 

ま
た
と
り
逃
が
し
、
藻
川
村
ま
で
一
一

人
を
探
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
後
こ
の
事
件
は
、
伊
兵
衛
に
よ
り

弘
前
藩
に
訴
え
ら
れ
た
。
 

藩
の
事
情
聴
取
に
対
し
て
、
伊
兵
 
 

衛
は
、
是
非
と
も
女
房
を
取
り
戻
し
、
 

白
川
に
連
れ
帰
り
た
い
と
主
張
し
た
。
 

そ
れ
に
対
し
て
、ま
ん
は
、伊
兵
衛
の

先
妻
の
娘
の
こ
と
が
原
因
で
夫
婦
仲

が
う
ま
く
い
か
ず
、
す
で
に
仲
介
人

を
立
て
て
離
縁
し
て
い
る
と
主
張
し

た
。
両
者
の
主
張
は
平
行
線
を
た
ど

り
、
訴
え
を
う
け
た
藩
も
困
惑
す
る

だ
け
で
あ
っ
た
。
 

藩
は
伊
兵
衛
へ
旅
費
と
し
て
銭
五

貫
文
を
渡
し
て
、
と
に
か
く
離
縁
の

実
否
に
関
わ
る
証
人
を
連
れ
て
く
る

よ
う
に
要
請
し
た
。
 

子
フ
し
て
伊
兵
衛
は
、
い
っ
た
ん

白
川
へ
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

後
こ
の
事
件
の
決
着
が
ど
の
よ
う
に

つ
い
た
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
 

三
、
三
人
の
接
点
は
っ
 

こ
の
事
件
は
、
藻
川
村
と
白
川
と

い
う
遠
距
離
の
出
身
の
男
女
が
結
ば

れ
た
こ
と
を
発
端
と
し
て
い
る
。
 ま

た
伊
兵
衛
の
養
子
の
松
太
郎
は
、
越

後
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
。
 

伊
兵
衛
と
ま
ん
は
、
い
っ
た
い
ど

こ
で
出
会
い
、
結
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
 
 

う
か
？
松
太
郎
と
伊
兵
衛
は
、
ど
の

よ
う
な
縁
で
養
子
の
縁
組
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

・
 

さ
ら
に
藻
川
・
白
川
・
越
後
の
男

女
は
、
柳
川
か
ら
小
浮
、
そ
し
て
藻

川
へ
と
「
道
行
」
と
 
「捜
索
」
を
続

け
る
こ
と
に
な
る
。
 

ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
江
戸
の
奉

公
先
な
ど
で
知
り
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
大
都
市

・
江
戸
は
、
各
地
か
ら

人
々
が
流
入
す
る
、
い
わ
ば
 
「吹
き

溜
ま
り
」
で
あ
っ
た
。
 

諸
藩
は
、
耕
作
者
数
を
確
保
す
る

た
め
に
、
農
民
の
他
国
稼
ぎ
を
禁
じ

る
な
ど
の
規
制
を
行
っ
た
。
し
か
し
 

・

現
実
に
は
、
農
民
た
ち
は
、
江
戸
な

ど
の
都
市
、
あ
る
い
は
松
前
・
蝦
夷

地
な
ど
に
、
生
活
の
資
を
求
め
、
移

動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

四
、
移
動
す
る
女
た
ち
 

こ
の
よ
う
な
他
国
稼
ぎ
の
た
め
生

地
を
離
れ
る
の
は
、
男
性
に
限
ら
な

か
っ
た
。
ま
ん
の
よ
う
な
女
た
ち
も

ま
た
、
見
知
ら
ぬ
土
地
で
活
路
を
見

い
だ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
女
た
ち
の
移
動
は
、
こ
の
よ
う
な

他
国
稼
ぎ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
 

『五
所
川
原
市
史
』
史
料
編
2

・
 
 

上
巻
に
、
元
禄
一
七
年
（
一
七
〇
四）
 

の
女
た
ち
の
伊
勢
参
り
の
史
料
が
所

収
さ
れ
て
い
る
（
三
八
五
号
史
料
）
。
 

飯
詰
村
の
鍛
冶
喜
丘
（
衛
の
娘・
おた
、
 

医
者
次
五
右
衛
門
の
娘
・
お
な
べ
、
 

百
姓
長
兵
衛
の
娘

・
お
た
ね
の
三
人

の
娘
が
伊
勢
参
り
を
計
画
し
、
城
下
 

・

新
銅
町
の
勘
右
衛
門
宅
に
逗
留
し

て
、
旅
費
集
め
の
 
「勧
進
」
を
し
て

い
た
。
彼
女
ら
は
、
そ
の
後
予
定
通

り
伊
勢
参
宮
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
女
だ
け
の
旅
は
、
け

つ
し
て
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
柴

桂
子
氏
は
、
江
戸
時
代
の
女
性
の
書

い
た
百
以
上
も
の
旅
日
記
を
収
集
し
、
 

分
析
を
加
え
て
い
る

（
「旅
日
記
か

ら
見
た
近
世
女
性
の

一
考
察
」
、近
世

女
性
史
研
究
会
編
『
江
戸
時
代
の
女

性
た
ち
』
、吉
川
弘
文
館
）
。同
氏
に
よ

れ
ば
、
女
性
の
旅
は
、
神
社
仏
閣
等

へ
の
参
詣
を
目
的
と
す
る
も
の
が
最

も
多
く
、
夫
の
任
地
へ
の
旅
や
、
帰

国

・
墓
参
の
旅
が
こ
れ
に
継
ぎ
、
学

問
や
俳
譜
等
の
修
行
の
旅
も
約
一
〇

％
存
在
す
る
と
い
う
0
 

江
戸
時
代
の
女
性
た
ち
は
、
現
代

の
私
達
が
考
え
る
以
上
に
、
行
動
範

囲
が
広
く
、
ま
た
思
い
切
り
の
よ
い
、
 

軽
や
か
な
生
き
方
を
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
 

2
1
 

一
 

に
J
 

《
‘。
 

公
 

所
 

役
 

市
 

原
 

酬
 

五
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特設「人権相談所」の開設 
「いじめ」や体言TI、暮らしの中の差別、高 

齢化社会の人権相談など、 どうぞ、お気軽に 

おいでください。 

トと き 7月10日（水） 10時～15時 

トところ 「五松苑」 本町33 " 35 - 2882 

「
  

対馬 郁夫 1公島町一 7 一丁目20 34-3121 

ュ
所

川
原
人

権
擁
護
委
呂
 

鶴谷 禄郎 新宮町一17-1 35-2440 

原 	芳江 オ公島町-7丁目54 35-8590 

大村 光子一 旭町2 35-6363 

山口千イ犬；一 毘沙門字中熊石211-1 36-3938 

坂本 憲昭 錦町1-101 34-2293 

中川 兵一 豊成字田子浦104-3 29-3073 

太田 啓子一 みどり町4丁目18 34-4274 
「
（
 

 浅見 則昭 松島町 7丁目75 35-8121 

…無料法律相談 

に応じます… 
◇と き 7月27日（土）午前10時～12時まで 

◇ところ 市役所市民相談室 

◇内 容 身上のいっさいの悩みごと 

（葛西聡弁護士が相談に応じます。） 

◇問い合わせ・申し込み 

市役所民生福祉部親切サービス課 

合内線220・221 

青森空港国際定期便利用 
への助成金のご案内 

＠各種助成金制度 

☆ウイング助成金 定期便を利用して外国を訪問し、 

訪問先で交流事業を行う団体へ助成金を交付します。 

（助成金額】最高8万円） 

（対象団体】15名以上〈乗り換えて韓国・ロシア以

外の国へ行く場合は10名以上〉) 
☆アクセス助成金 定期便を利用する際に青森空港ま

で貸し切りバスを使用する場合、バス経費の2分の 

1以内の額を助成します。（助成金額】最高 8万円） 

（対象】概ね20名以上の団体） 

☆修学旅行支援助成金 定期便を利用して海外修学旅

行を実施する場合、生徒のパスポート取得費用の一

部を助成します。（助成金額：生徒1人当たり2,000円） 

☆大当たり助成金 各企業・団体等のイベント（大売

り出し等）の懸賞として定期便を利用した海外旅行

を用いる場合にその経費の一部を助成します。 

（助成金額】最高20万円） 

◆各種助成金の詳細、申請書類についてのお問い合わ

せは、青森空港国際化促進協議会事務局（青森商工

会議所（TEL 0177-34-1311）までどうぞ。 

お知らせ 

平成 8年度「21世紀市民会議」 

地域集会を開催します 
～一人でも多くの方の参加を 

お待ちしております～ 

月
  

口
H
  

曜
日
 

時 	間 対象地域 開 催 場所 

7
  

a
J
 
 

火 9 	: 30-- 栄地区 
コ ミ ュニテ イ
セ ン タ ー 栄 

11 木
  

13 : 30-j 小曲地区 農村婦人の家 

12 金
  

9 : 30- 長橋地区 コセ
 
ミ
ン
 
ュ
タ
 
ニ
一
 
テ

長
 
イ
橋
 

 

13 : 30- 松島地区 コセ
 
ミ
ン
 
ュ

タ
 
ニ
一
 
テ
松
 
イ
島
 

 

17 水
  

9 】 30--- 梅沢地区 
梅テ
 
沢

イ
 

コ
 
セ
 
ミ
ン
 
ュ

タ
 
ニ
一
 

 

13 : 30- 七和地区 コセ
 
ミ
ン
 
ュ

タ
 
ニ
一
 
テ
七
 
イ
和
 

 

18 木
  

9 : 30- 飯詰地区 コセ
 
ミ
ン
 
ュ

タ
 
ニ
一
 
テ
飯
 
イ
詰
 

 

13 】 30- 沙
  

毘地
 
門
区
 

毘沙門・長富コミ
ュニテイセンター 

19 金
  

9 : 30- 五所川原 

（南） 

富士見コミュニ
テイ センター 

13 : 30- 湊地区 湊 集 会 所 

22 月
  

9 : 30- 中川地区 コセ
 
ミ
ン
 
ュ
タ
 
ニ
一
 

テ
中
 
イ
川
 

 

13 : 30- 三好地区 コセ
 
ミ
ン
 
ュ

タ
 
ニ
一
 
テ
三
 
イ
好
 

 

23 火
  

13 : 30- 五所川原 

（北） 

しきしまコミュニ
テイ センター 

市民講座 
ーテーマ『いつも現役 

>講師 木村賢マ台先生 

（元鯵ケ沢第一中学校長） 

ン日時 7月 9 日（火） 

午後1時～ 2’日寺30分 

>場所 中央公民館大ホール 

>対象 一般市民（どなたでも気楽にご参加 

ください。） 

ン問い合わせ・ 中央公民館 雪35 - 6056 

平成 8年7月1日 6 



ア ス タ ス 

青森県統計データサービス「ASDASJ 
“テレホンサービス”のこ案内 

県統計課では、電話による統計データの提

供サービスを開始いたしましたのでご利用く

ださい。 

テレホンサービスは 2 回線あります。 

①客0177(34)6001 特集（毎月更新） 

7月は「青森県の保健福祉指標」の予定でり二

②雪0177(34)6002 月報（毎月更新） 

＊企画部統計課発表の統計速報（推計人口、 

鉱工業生産指数、景気動向指数、消費者物

価指数、毎月勤労統計調査） 

渉曇ニ→ニ二’＝寿ミ三→sこニー一・・・皇一→乞‘→三三→さ申i“→廷三ョ喜~三堕さ編‘奪三→z舞~ミ4に 

平成 8 年度 

，固定資産税（第 2
期）の納期限は i 

I 国民健康保険税（第 1期） 	I 
L7月→31日（水）ですI 7月31日（水）ですI 

学生の方は所得がない場合が多く、両親が

かわって保険料を納めなければなりません。 

この親の負担を無くすため、一般の免除と

は別に学生免除の制度があります。 

免除期間の年金は．.. 
年金をもらうとき、免除期間は保険料を納

めた期間の 3分の1に計算されるため、年金

額は低くなります。この減額分は、免除期問

を追納することで解消できます。 

追納を希望される方は、10年前までさかの

ぼれますので、将来生活力が回復したときに

お支払いください。 

免除申請をするには．.. 
市役所年金課窓口で受付ております。次の 

ものをお持ちください。 

(1）学生証のコピー又は在学証明書 

(2）親元で収入がある方の 

源泉徴収票又は確定申告書のコピー 

(3）印鑑（認めで可） 

お問い合わせは．.. 
国保年金課 内線 212・213 

”
ー
 

20歳になった学生の方に 

国民年金の
学生免除 

「正調ねぷたばやし」講習会 
～初心者の方大歓迎～ 

L 主催／囲五所川原市観光協会 一 

正調五所川原ねぷたばやしの普及、伝承を 

図るため、笛・太鼓を基礎から指導します。 

楽器は若干準備しておりますが、お持ちの 

方はご持参願います。 

ト日時 7月22日（月）~7月26日（金） 

午後 7日寺から午後 9時まて三 

ト場所 産経会館5階会議室 

五所川原市字岩木町12 
ト部門 笛・太鼓（参加料は無料り 

レ問い合わせ 

市産業経済部観光物産課内 

（相五所川原市観光協会事務局 

電話35 - 2111 内線392 

※ 受イ寸は、 当日会場で行いますので、直接 

おいでください。 

母子家庭のみなさん 

母子家庭等の医療給付 
受給資格証の更新です 
市では、所得の少ない母子家庭の医療費の 

負担を軽減することにより、母子家庭等の福 

祉の増進を図ることを目的とした制度を実施 

しては；3ります。 

⑥更新手続（すでに受給されている方は、ぞうこ 

のものをご持参の上おいでください。） 

イ、受給資格証 ロ、保険証 ハ、印鑑 

⑥期間 7 月1日～ 7月 8 日 

⑥新規申請手続（新規の方は次のものをご持 

参ください。） 

イ、保険証 ロ、印鑑 

⑥対象者 

イ、母子家庭の母が扶養する児童および父 

母のいない児童（満18歳まで） 

ロ、イの児童を養育する母（但し自己負担 

が1,000円） 

※新規申請は随時受不士しております。 

⑥問い合わせ 福祉事務所 福祉：課児童係 

合内線 542 

7 平成 8年7月1日 	 五所川原市役所 合35 - 2111 



女性問題懇話会開催ー 
はつらつ女性課では、市民の皆様から「市

の女性問題」をご提言いただきたいと思いま

すので皆さんのご参加をお待ちしております。 

日時】7月24日（水） 午後1時 

場所】市働く婦人の家 3階ホール 

対象】市内に在住の男女（年齢は問いません） 

なお、参加してくださる方はごめんどうで

すが、 7月19日（金）まではつらつ女性課の太

田までお電話ください。 

電話 35 一 2111（内線232・234・236) 

●健康に向かってGO！教室● 

ンとき 7月15日（月） 9時から12時まて三 

＞ところ スポーツアカデミー五所川原 

レ講師 インストラクター 栗形知子氏二 

＞内容 体験学習（水中歩行「ウォークスイ 

ミング」）他 

ン定員 30名です。 

ン申し込み 市はつらつ女性課（雪内線232・ 

234）へ電話でお申し込みください。 

定員になりしだい締め切らせていた 

だきます （※締め切りは、開催日の5日前までです。） 

郵政外務職員募集 
☆受付期間 7 月10日（水）まで 

☆試験日 

第1次試験 8月18日（日） 

第 2 次試験 第1次試験合格者に通知します。 

☆試験会場 青森中央郵便局・八戸郵便局 

☆受験資格 

昭和42年4月 2 日～昭和56年4月1日ま 

での間に生まれプとかた。（性別・学歴は問わず） 

☆募集人員 東北6県で糾j 3 00名 

☆申し込み方法 

お近くの郵便局に備えイ寸けの申込書によ 

り、お申し込みください。 

☆お間い合わせ先 

五所川原郵便局（雪3 4 一 3204） ま 

たは、才二3近くの郵便局まで：お願いします。 

募 集 

能力開発セミナー 
(7月分前半） 

ポリテクカレッジ青森 
（青森職業能力開発短期大学校） 

妬
  

コ ー ス 名 定
  員
  

白
  開

  

1
  

CF-lB機器を用

いた計測制御技術 

6

名
  

7月 2 日（火）~7月 8 日（月） 

9 】 00-46 : 00 	（土日除く） 

ソ
〕
 
 

マイコン制御の 

ソフトウエア技術 

10 7月 2 日（火）~7月11日（木） 

18 : 00-21 】 00 	（土日除く） 

q
〕
 
 

パソコン通信 

ネットワーク 

10 7月 2 日（火）~7月 9日（火） 

17 : 15-'21 : 15 	（土日除く） 

d吐
 

パソコンによる 

ロボット制御技術 

10 7月 2 日（火）~7月 5 日（金） 

9 : 00-16 : 00 

に
。
  

電気・音響 

変換技術 

10 7月8 日（月）~7月12日（金） 

9 : 00-16 : 00 

(
b
 
 

Cプログラ 

ミング（ 3) 
10 7月8 日（月）~7月16日（火） 

18 : 00-21 : 00 	（日除く） 

7
  

空 気 圧 技 術 
10 7月 8 日（月）~7月10日（水） 

9 : 00-48 : 00 

8
  

H設計理論による
ラック・ピニオン
の設計 

15 7月 9 日（火）~7月12日（金） 

9 : 00-16 : 00 

q
〕
 
 

C 	A 	D(1) 
20 7月 9 日（火）~7月12日（金） 

9 : 00--16 : 00 

10 
マルチメデイア
プレゼンテイ 

ション技法 

10 7月 9 日（火）~7月12日（金） 

9 】 00-16 : 00 

有限要素法 

(F EM）入門 

10 7月15日（月）~7月17日（水） 

7月22日（月）13 】00-48 】 00 

12 
PCによる 

空気圧制御 

10 7月15日（月）~7月17日（水） 

9 : 00---18 : 00 

13 
Windows95/NT 
プログラミング 

技法 

10 7月15日（月）~7月18日（木） 

9 : 00-46 】 00 

14 C 	A 	D(2) 
20 7月16日（火）~7月19日（金） 

9 : 00へノ16 : 00 

◆お願い 

コースによって中止や日程変更になる場 

合がありますので、・ご了承ください。 

◆受講料 各コースとも、2,000円。 

◆お申し込み・お問い合わせ 

電話で当短大開発援助課（"37 - 3201) 

まて5。ただし、定員に達し次第締め切ります。 

平成8年7月1日 8 



催 し 

第8回 

五所川原市民陸上競技選手権大会

兼第13回青森県小学生陸上競技大会

五所川原市予選会 

五所川原市陸上競技協会一 

働く婦人の家 

イHーこ千三基 Iオズ× 
×＝ I口 0丹 I＝ノ 

受講生募集  
D，郎土料理教室 

日日寺・・,7月17日（水） 10 : 00'-12 : 00 
講師…桜庭ミョ先生 

定員…32名 

レとき 8月11日（日） 9時開始 

＞ところ 五所川原市飯詰 

勤労青少年センター陸上競技場 

＞参加料 小学生 1入、100円 

中学生以上 1人 200円 

レ参加制限 五所川原市民及び 

五所川原市に通学又は勤務している方 

＞申し込み先 五所川原市大町36-3 2F 
エ藤歯科医院 台34 一 8883 

ン締め切り 7 月15日（月） 

 

I 	 

I翁篇美編環融 
（チャリティー美術展 

二＝ ~～一, “ ー、 ノ・s
~＝一‘ 

◇場所 五所川原市「中三」 

6階ギャラリー 

◇展示期間 

7月12日（金）-- 17日（水） 

ら 

 

が  

 

     

  

第3回 

路線バス活性化シンポジウム

―「老人とバス」― 

主催／津軽地域路線バス維持協議会 

ン日時 7月 4 日 （木） 

14時～16日寺30分 

>場所 オルテンシつ’ 小ホール 

※五所川原‘駅前から13時30分 

無料バスを運行します。 

  

     

9 平成8年7月1日  

2)j也坊華道教室（ 7 回講座） 

日日寺一・ 7 月26日一～10月18日隔週金曜日 

講師‘・・森 佐久子先生

定員・・・20名 

3）おもてなし料理教室 

18: 30----20 : 30 

日時 ・7 月25日（木） 

講師…竹林恵子先生

定員…24名 

4）男の料理教室 

10 】 00----12 : 30 

日日寺ー一 7 月26日（金） 

講師…三森敬子先生

定員・・・24名 

5）中国料理教室 

18 : 30---20 : 30 

日日寺・・‘ 7 月29日（月） 

講師・・・対馬重義先生

定員・・‘32名 

9 	: 30-----11 	: 30 

6）保育講習会一（貝」）婦人少年協会共催事業 

内容・・・保育サービスを提供できるベビーシ

ッターを養成する講座です。全課程

を修了した方には（貝オう婦人少年協会か

ら修了証書が授与されます。 

日時・・・7月26日（金）~30日（火） 9 】 00---16 : 00 
講師・・・東北女子短期大学教授・講師 

西北中央病院小児科医師 

定員・・・20名 

・ラニキスト代2500円外諸費等実費負担

※詳細は働く婦人の家にお問い合わせください。 

1)~6）の共通要点 

・受講資格…市内に住所又は職場を有する方

但し保育講習会受講者は西北五地区に在住の方 

・受講料・‘・無料 但し材米十費は実費負担 

・申し込み・問い合わせ先…五所川原市働く 

婦人の家 TEL35 - 8898 

, 



一津 軽 金 山 焼 

第 4回 夏の陶器祭 

7/13（土） 前夜祭 (17 
陶幻郷コンサート 

入場無料 18 】 30開演
◇出演者 
山上進（津軽三味線他） 
ASK+ 1 （ジャズ） 

刀14（日） 当 日祭 

大窯窯出し即売会 

10 】 00 窯開き 
3,000点の作品を即売 

お楽しみ抽選会 

1,000円以上お買上げの方に 

陶芸教室 

[午前の部 11 : 00-(30名） 
し ZF後の部 14 】 00- (30名） 

(1人】lk9l,500円） 

00開場） 

チャリティーオークション 

金山焼の一品物が出ます 

屋台席 

そば、おでん、チャンコなべなど 

屋台席 

野焼き実演 

12 】 00-15 】 00 
縄文の世に想いをはせて・・・ 

金山焼陶芸サークIレ小窯の会作陶展 

野点・花展（遠州流青年部） 

クイズラI) - 
クイズ正解者にプレゼント有り 

"‘ー11 

'96 
オンニャ・カーニバル
開 催 

レ日時 7 月 7 日（日） 

10時～19時 

>会場 岩木川河川敷地内 

（北斗グランド） 

ン内容 〇七タコンサート 

〇オリジナルマーケツト 

〇おもしろあそび 

〇体験スクール 

〇手づくり食材 

〇出 店 

メ1一こ女ノへ " itt.二二争、［五 
乙羽信子追悼作品 ＝1-1反v/J旦百1入 

■ 7月12日（金）維講 ォルテンシア 

■前売鑑賞券 ひとり 1,300円（当日 1,500円） 

■お問い合わせ 公34-2893 （あきもと） 

ノー前売券取扱い店・へ 

力メラのオームラ （旭町） 

学 園 堂（鎌谷町） 

ONE クラフトショップ （元町） 

あきもと（化粧品） （大町） 

、 	 ノ 

鷺『 

r
 

＠
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〇
葛
原
み
ち
さ
ん
（
幾
世
森
八
五

五
）
H
五
万
円
。
 

〇
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川

原

（松
島
庸
隆
所
長
）
H
二
十
六
万

八
千
円

（
ふ
れ
あい
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

コ
ン
サ
ー
ト
の
協
賛
金
を
社
会
福
祉

活
動
の
支
援
金
と
し
て
）
。
 

＠
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
（
 

〇
太
子
商
事
株
式
会
社
 
五
所
川

原
営
業
所
長
倉
内
豊
美
さ
ん
H
寄
贈
 

（角
こ
ん
に
ゃ
く
、
糸
こ
ん
に
ゃ
く
）
。
 

〇
市
内
田
園
町
老
人
ク
ラ
ブ

（
大

沢
ミ
キ
ェ
代
表
）
四
名
H
慰
問

（踊

り
）
。
 

〇
市
老
連
婦
人
芸
能
部

（
佐々

木
 

み
急
代
表
）
計
五
十
名
H
慰
問

（
踊
 

り
）
。
 

〇
粕
谷
さ
ん

（木
造
町
）
 
一行
＋
 

三
名
H
慰
問

（踊
り
、
歌
）
。
 

⑥
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
 

〇
田
沢
多
一
さ
ん
（
元
町）
H
寄
 

贈

（
虫
一体
）
。
 

ど
う
も
あ

り
が
と

う
ご

ざ
い
ま
す
 

. 
十周年記念植樹 

下平井町青年音B 一 

下
平
井
町
青
年
部
（
成

田
武
津
昭
部
長
）
が
部
創

立
二
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
五
所
川
原

小
学
校
校
庭
に
黒
松
二
十

本
を
植
樹
。
 

（
五月
二
土
ハ
日
）
 

軽金山焼窯業協同組合公29-335O 

昨昨申串串昨昨昨串昨亀彫昨串亀亀昨串昨串昨幸昨幸昨亀亀幸幸亀串彫幸亀亀幸昨串串亀亀昨昨亀昨昨ミ告ミ告昨ミ告 
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身も心もさっぱりする 

健康相談室へどうぞ 
～お気車呈にご利用ください。～ 

ン対象‘市内にお住まい（7）方で、 ご自身及び

家族の健康の事で心配されている方、 

自分にあった健康づくりを見つけた

い方 

ン内容】心の相談、病気の相談、血圧相談等

保健婦が相談に応じています。 

>持参するもの】健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

保 健 セ ン タ ー 
7月10日 
（水） 

10 : 00-- 
15 : 00 

婦 	人 	ホ 	ー 	ム 7月11日 
（木） 

12 : 30'- 
13 】 30 

石 畑 集 会 所 
7月15日 
（月） 

10 : 30-- 
12 : 00 

尻 無 集 会 所 
7月15日 
（月） 

13 : 00-- 
14 : 30 

コミュニテイセンター梅沢 
7月15日 
（月） 

10 】 00- 
12 : 00 

藻川消防セ ンタ ー 
7月15日 
（月） 

11: 00-'-- 
12 : 30 

コミュニテイセンター栄 
7月15日 
（月） 

10 : 00-'-- 
14 : 00 

福井保健協力員宅 
7月18日 
（木） 

13 : 00- 
14 : 00 

コミュニテイハウス原子 
7月19日 
（金） 

ii: 30- 
12 : 30 

北 新 集 会 所 
7月19日 
（金） 

12 】 30- 
13 : 30 

高 瀬 集 会 所 
7月22日 
（月） 

ii: 00- 
12 : 30 

松 野 木 会 館 
7月24日 
（水） 

13 : 00- 
14 : 30 

かんたん！健康レストラン 

開催のお知らせ 
～『層渓且量え】】査三予［け；I7、合重 n~ ~u ’月1丑1り翌止丁llクUノ艮争』～ 

＞日時 7月26日（金） 9時30分～13時 

>場所 保健センター 

ン内容 （D保健婦による健康のお話 

「ホネのある人間になるために」 

②栄養士による調理実習と栄養の基 

礎知識 

③味噌汁の塩分測定（全員） 

漬物の塩分測定（希望者） 

ン持参するもの 健康手帳（お持ちの方）、才そ, 

にぎり、ェプロン、筆記用具、味噌汁 

ン申し込み 電話ではつらつ女性課へお申し 

込みください。 先着30名です。 

11 平成8年 7月 1日 

7月のオルテンシア 

ふるさと交流圏民センター 
容 33-2111 

日 曜日 催 	 物 開 演 入場料 

<
b
 
 

土
  

小堀遠外I 

350年大遠緯献茶式 
ii: 00 無 料 

21 日
  

第20回日本ピアノコン

クール五所川原審査会 
10 : 00 無 料 

25 木
  

インド大魔術団公演 
15 : 00 

18 】 30 

S席 
3,000円 
A席 
2,000円 

28 日
  

津軽ブロック 

実践倫理講演会 
10 : 00 

日 曜日 催 	物 開 演 入場料 

.4
  

木
  

路線バス活性化シンポ

ジウム「老人とバス」 
14 : 00 無 料 

6
  

土
  

小堀遠朴「 

350年大遠詳記念茶会 
11: 00 無 料 

7
  

口
H
  

おやこ劇場第46回例会

劇団えるむ公演 
18 : 30 会員券 

q
〕
 
 

火
  

津軽リバー 

プランニング“96” 
13 : 00 無 料 

12 金
  

映画「午後の遺言状」 

を観る会 

14 : 00 

18 : 00 

前売 
1,300円
当日 
1,500円 

17 水
  

五所川原青年会議所 

7月定例会 
19 : 00 

20 土
  

「サ・エ・ラ」ノスタル

ジックコンサート 
19 : 00 

大人 
1,500円
学生 
L000円 

24 水
  

五所川原高校 

吹奏楽部定期演奏会 
18 】 00 無 料 

27 土
  

五所川原高校 

音楽部定期演奏会 
17 : 30 無 料 

28 日
  

荒関音楽教室 

演奏発表会 
13 : 00 無 料 

30 火
  

平成8年度 

安全運転管理者講習会 
10 : 00 

五所川原市役所 公35- 2111 



みんなの健康教室 
◇と き

◇ところ 

く＞講 師 

◇テーマ

◇主 催  

7月26日（金） 13時から 

市保健センタ- 3階ホール 

中 村 登 喜雄 先生 

中村整形外科病院 

骨粗髪症について 

北五医師会・市民保健協議会 

申し込み終了ク 

市民総合健診の日程 
下記の日程で実施し、 申し込みのあった方

には健診 2週間前までに受診通知が届きます。 

今年は、モデル地区（七和・三好・松島） 

， を指定し、健診が受けやすいようにコミセン

へ出向きます。モデル地区以外は保健センタ 

ーでの実施です。健診日程は変更できます。 

7/8 
9 
10 
11 
12 

栄 
長橋、梅沢 

中川、毘沙門・長富 
小曲、飯詰、松島（石岡・吹畑） 
み、どり田丁、松島町一 

8 /() 
（」● I》護 

」
矛
・
》木
ー
 
 

七
七
 
口
ロ
 

 9 /@:) 
4り 

三好 
木公島 
・モ一デル地区： 

U
 

/
  
面
扇
論
爺

2
3
 

 

三好 
松島 
松島（石岡・吹畑）、松島町 

みどり町、小曲 

＠・驚難鱗麟麟響麟難灘旧町内 

m⑤
(
i
i
)
 

 

栄 
栄（広田）、梅沢 
飯詰、中川（沖飯詰・桜田） 

長裁少門・長富、中川 

長橋 

(C）は婦人科健診を午後予定しています） 

L 献血のご案内 
献血にご協力いただいた方には、健康管理

に役立つ血液検査サービスを行ってル、ます。 

その結果は約 2週間後に親展にてお送りい

たします。 

期 	日 
I 

時 間 場 	所 

7月 9 日 

（火） 

10 : 

5 
15 : 

00 

30 

日立東部セミコン 

ダク タ敷地内 

五所川原市役所 合35- 2111 

ツ反．BCG（結核予防）調 

接種を行います 

お子さんを結核からど守るために、ぜひ予防

接種（結核予防法第13条により）を受けさせ

ましよう。 

＞対 象】生後3 カ月～48カ月未満の乳幼児 

（ただし、いままでBCG接種を受 

けた乳幼児は除きます。） 

＞場 所】働く婦人の家・市保健センター 

ン受付ー日寺間】12: 30-13 : 30まて三 

レ注意事項】① 混雑をさけるため、受付一日寺

間をおギFりください。 

（②） 駐車場が狭いため自家用車

の駐車がて下きないことも予想さ

れます。市役所前お祭り広場、 

市役所一般駐車場もご利用でき

ます。 

③ 熱のある子、他の予防接種

を受けているお子さんは、接種

間隔についてはかかりつけの先

生と相談しておいでください。 

（④） 母子健康手帳と予診票（青

色）を記入してお持ちください。 

⑤ お子さんの健康状態をよく

知っている方がお連れください。 

くフ士也区別日程く） 

ワク千ン名 詩象地 区 ッ 	反 B G G 驚 

ッ一 
生 

反後 
3 
力 

j」 
B5 

48 
C カ 
月 

篇鱗難 

南 小 学 区 
7月 3 日（水） 7月 5 日（金） 

七和・梅沢 

五 小 学 区 
7月10日（水） 7月12日（金） 

小曲（五ノ」学区） 

栄 ・ 三 好

毘 沙 門 
7月17日（水） 7月19日（金） 

み ど り 町 
7月24日（水） 7月26日（金） 

飯詰・長橋 

松島・松島町 
7月31日（水） 8月 2 日（金） 

鷺鷺讐篇 中 
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